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１．研究計画の概要 

 本研究では、海洋有機物プール消長がもた

らす地球表層炭素循環へのインパクトを明ら

かにするために海洋有機物動態の総合的理解

を目指す。2つのアプローチとそれぞれに課題

を設け、研究を推進する。 

 アプローチＩ：溶存有機物全体を網羅的に把

握し、海盆スケールの分布から各有機成分の

動態を解明する観測的・現象論的アプローチ 

 課題1：化学的同定可能成分の全分析 

 課題2：CDOM の光学的特性把握 

 アプローチII：生態系の変動に伴う非生物有

機物生成の変化と海水中に存在する有機分子

の残存現象を実験的・メカニズム面から解明

するアプローチ 

 課題3：プール中の生体分子の高分子レベ 

    ルでの同定とその残存メカニズムの解明 

 課題 4：微生物ループ駆動に伴いプールへ負 

   荷される同定可能成分及び CDOM の化 

   学的特性把握 

 

２．研究の進捗状況 

 分析試料の採取を行い、海洋有機物の化学
的同定可能成分の測定を行った。また、海洋
有機物に対して、糖鎖電気泳動法（FACE 法）
を適用し、糖鎖の検出に成功し、ハイスルー
プット分析のための条件最適化に取り組ん
でいる。 

３．現在までの達成度 

 平成 22 年 9 月に試料保管用冷凍庫の故障
により、海洋有機物の海盆スケール分布を把
握するための試料の大半を失した。このため、
試料分析の条件検討が、当初予定より十分に
行え、精度・確度および分析速度は飛躍的に
向上した。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 23年 9月および 11月に三重大学勢水
丸航海にて、失した試料を再採取する機会を
得た。迅速な分析法が開発できたため、研究
の遅れは取り戻せると確信している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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